
1

ICT施工について

一般社団法人 埋立浚渫協会
ICT-WG

■港湾におけるi-Construction 及びBIM/CIM 講習会



発表内容
2

1 「ICT海上地盤改良工（マルチビーム計測）」

2 「施工履歴を用いた出来形管理 床掘工」

3 「ICT基礎工 捨石投入」

4 「施工履歴を用いた出来形管理 基礎工」

5 「ICTブロック据付」

6 「ICT浚渫工」

7 「ICT本体工」

港湾ICT施工が実施されている工種に関する説明



１ ICT海上地盤改良工
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３次元データを⽤いた出来形管理の監督・検査要領
(海上地盤改良⼯：床掘⼯・置換⼯編)

(令和 5 年 4 ⽉改定版)

図−2.1 監督職員の実施項⽬



１ ICT海上地盤改良工
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特記仕様書転載
４． 管理⽤基準
基準⾯：志布志港検潮所基準⾯上（＋）1.72mを零位とする。
基準点：監督職員の指⽰による。



１ ICT海上地盤改良工
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１ ICT海上地盤改良工
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１ ICT海上地盤改良工
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１ ICT海上地盤改良工
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１ ICT海上地盤改良工
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格⼦数=6,037
格⼦数×3=18,111 ＜ 点群数482,977



１ ICT海上地盤改良工
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１ ICT海上地盤改良工
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施⼯履歴データを⽤いた出来形管理の監督・検査要領
（海上地盤改良⼯：床掘⼯編）

（令和6 年4 ⽉）

図−3.1 監督職員の実施項⽬

２ 施工履歴データを用いた出来形管理 床掘工



２ 施工履歴データを用いた出来形管理 床掘工
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令和〇年度△△防波堤築造工事

〇〇〇〇建設株式会社

監理技術者 ◆◆ 〇〇

〇

〇

〇

〇

〇



２ 施工履歴データを用いた出来形管理 床掘工
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施工管理システムによるGNSS受信座標

TSによるGNSSアンテナ位置の計測状況

監督員による計測状況の確認



２ 施工履歴データを用いた出来形管理 床掘工
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〇〇〇〇建設株式会社

監理技術者 ◆◆ 〇〇
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平面誤差の範囲
平成 14 年海上保安庁告示第 102 号 「水平位置の測定の誤差の限度」を満たしていること
・特級の水域 2m (港湾法に規定する水域施設及びその付近)

8580. 516

-170857.925 8583.730

-170864.665



２ 施工履歴データを用いた出来形管理 床掘工
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出来形評価用データの作成



２ 施工履歴データを用いた出来形管理 床掘工
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施工履歴データ取得例

点群分配の例



２ 施工履歴データを用いた出来形管理 床掘工
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２ 施工履歴データを用いた出来形管理 床掘工
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３ ICT基礎工 捨石投入
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特記仕様書から引用



起⼯測量

３ ICT基礎工 捨石投入
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捨⽯投⼊作業計画

使⽤機材の確認

捨⽯投⼊

捨⽯数量計算

測量の実施

使⽤機材の確認

投⼊作業の実施



起⼯測量

３ ICT基礎工 捨石投入
22

捨⽯投⼊作業計画

使⽤機材の確認

捨⽯投⼊

捨⽯数量計算

測量の実施

使⽤機材の確認

投⼊作業の実施



起⼯測量

３ ICT基礎工 捨石投入
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捨⽯投⼊作業計画

使⽤機材の確認

捨⽯投⼊

捨⽯数量計算

測量の実施

使⽤機材の確認

投⼊作業の実施



起⼯測量

３ ICT基礎工 捨石投入
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捨⽯投⼊作業計画

使⽤機材の確認

捨⽯投⼊

捨⽯数量計算

測量の実施

使⽤機材の確認

投⼊作業の実施



３ ICT基礎工 捨石投入
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起⼯測量

捨⽯投⼊作業計画

使⽤機材の確認

捨⽯投⼊

捨⽯数量計算

測量の実施

使⽤機材の確認

投⼊作業の実施



３ ICT基礎工 捨石投入
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起⼯測量

捨⽯投⼊作業計画

使⽤機材の確認

捨⽯投⼊

捨⽯数量計算

測量の実施

使⽤機材の確認

投⼊作業の実施



３ ICT基礎工 捨石投入
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起⼯測量

捨⽯投⼊作業計画

使⽤機材の確認

捨⽯投⼊

捨⽯数量計算

測量の実施

使⽤機材の確認

投⼊作業の実施



３ ICT基礎工 捨石投入
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起⼯測量

捨⽯投⼊作業計画

使⽤機材の確認

捨⽯投⼊

捨⽯数量計算

測量の実施

使⽤機材の確認

投⼊作業の実施

３次元データを⽤いた港湾⼯事数量算出要領（浚渫⼯編）を元に算出した
捨⽯数量



３ ICT基礎工 捨石投入
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起⼯測量

捨⽯投⼊作業計画

使⽤機材の確認

捨⽯投⼊

捨⽯数量計算

測量の実施

使⽤機材の確認

投⼊作業の実施

３次元データを⽤いた港湾⼯事数量算出要領（浚渫⼯編）を元に算出した
捨⽯数量



３ ICT基礎工 捨石投入
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起⼯測量

捨⽯投⼊作業計画

使⽤機材の確認

捨⽯投⼊

捨⽯数量計算

測量の実施

使⽤機材の確認

投⼊作業の実施



３ ICT基礎工 捨石投入
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起⼯測量

捨⽯投⼊作業計画

使⽤機材の確認

捨⽯投⼊

捨⽯数量計算

測量の実施

使⽤機材の確認

投⼊作業の実施



３ ICT基礎工 捨石投入
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起⼯測量

捨⽯投⼊作業計画

使⽤機材の確認

捨⽯投⼊

捨⽯数量計算

測量の実施

使⽤機材の確認

投⼊作業の実施
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施⼯履歴データを⽤いた出来形管理の監督・検査要領
（基礎⼯）

（令和6 年4 ⽉）

図−4.1 監督職員の実施項⽬

４ 施工履歴データを用いた出来形管理 基礎工



４ 施工履歴データを用いた出来形管理 基礎工
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施⼯履歴データを⽤いた出来形管理 基礎⼯の施⼯イメージ
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令和〇年度△△防波堤築造工事

〇〇〇〇建設株式会社

監理技術者 ◆◆ 〇〇

〇

〇

〇

〇

４ 施工履歴データを用いた出来形管理 基礎工



４ 施工履歴データを用いた出来形管理 基礎工
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重錘の形状確認状況
レベルによる高さ計測状況

TSによる計測状況 重錘施工管理システム計測状況



４ 施工履歴データを用いた出来形管理 基礎工
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〇〇〇〇建設株式会社

監理技術者 ◆◆ 〇〇
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４ 施工履歴データを用いた出来形管理 基礎工
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出来形評価用データの作成



４ 施工履歴データを用いた出来形管理 基礎工
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施工履歴データ取得例

出来形評価用点群データの例



４ 施工履歴データを用いた出来形管理 基礎工
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施工延長

天
端

幅

・評価範囲の外側
まで施工が行われ
ていること
かつ、
・施工高さが規格
値であること
を確認



４ 施工履歴データを用いた出来形管理 基礎工
41



５ ICTブロック据付工
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ICTブロック据付工では、現在のところ「ブロック（被覆・根固・消波）の据付
箇所をリアルタイムで可視化し施工を行う」ことを主に実施している。

港湾におけるi-Construction推進委員会 第3回委員会資料 令和3年11月12日



５ ICTブロック据付工
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特記仕様書の内容確認



５ ICTブロック据付工
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特記仕様書の内容確認



５ ICTブロック据付工
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特記仕様書の内容確認



５ ICTブロック据付工
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ブロック据付作業計画

ブロック据付

使⽤機材の確認

据付作業の実施

工事概要

１．適用工種

下記の工種おいて使用した。

数量⼯事仕様名称⼯種
239個ホロースケヤー15t型被覆ブロック据付被覆・根固⼯
58個L3.5m×B3.5m×H1.5m  42.27t/個根固ブロック据付被覆・根固⼯

２．施工範囲

凡例

：被覆ブロック

：根固ブロック

港外側

港内側



５ ICTブロック据付工
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ブロック据付作業計画

ブロック据付

使⽤機材の確認

据付作業の実施

機器配置図



５ ICTブロック据付工
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ブロック据付作業計画

ブロック据付

使⽤機材の確認

据付作業の実施

機器設置状況（３Dソナー）



５ ICTブロック据付工
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ブロック据付作業計画

ブロック据付

使⽤機材の確認

据付作業の実施

機器設置状況（３Dソナー）



５ ICTブロック据付工
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ブロック据付作業計画

ブロック据付

使⽤機材の確認

据付作業の実施

機器設置状況（クレーンカメラ）



５ ICTブロック据付工
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ブロック据付作業計画

ブロック据付

使⽤機材の確認

据付作業の実施

ソフトウェアイメージ（被覆ブロック）



５ ICTブロック据付工
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ブロック据付作業計画

ブロック据付

使⽤機材の確認

据付作業の実施

ブロック据付状況（根固ブロック）



６ ICT浚渫工
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３次元データを⽤いた出来形管理の監督・検査要領
(浚渫⼯編)

(令和 5 年 4 ⽉改定版)

起工測量

出来形測量



６ ICT浚渫工
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施⼯計画書より抜粋

承諾申請書より抜粋



６ ICT浚渫工
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提出書より抜粋

特記仕様書より抜粋



６ ICT浚渫工
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特記仕様書より抜粋



６ ICT浚渫工
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特記仕様書より抜粋

起工測量結果起工測量状況



６ ICT浚渫工
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特記仕様書より抜粋



６ ICT浚渫工
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・使用するGNSS測位精度
・測深機器の取付状況
・水中音速度の計測結果
・潮位記録
・測深精度



６ ICT浚渫工
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６ ICT浚渫工
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６ ICT浚渫工
62



７ ICT本体工
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ＩＣＴ機器を⽤いた出来形管理の監督・検査要領
（本体⼯：ケーソン据付⼯編）

（令和 6年 4 ⽉版）



７ ICT本体工
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・令和3年度 秋⽥港外港地区防波堤（第⼆南）
築造⼯事（その2）

L30.5m×B24.7m×H23.0m
6×5＝30マス
7,472（t/函） ※浮上仮置き

・令和3年度 酒⽥港北港地区防波堤（北）
（第⼆）築造⼯事

L25.0m×B23.9m×H20.0m
5×5＝25マス
5,445（t/函） ※着底仮置き

施⼯会社︓本間組



７ ICT本体工
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ICT管理⼿法︓トータルステーション（TS）⽅式，GNSS⽅式



７ ICT本体工
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ICT管理⼿法︓トータルステーション（TS）⽅式

秋⽥港 位置誘導システムによる本体⼯（ケーソン据付）

⽬標までの距離



７ ICT本体工
67

据付確認︓従来⽅式

法線の出⼊り

法線の出⼊り

据付⾼

据付確認︓ICT管理⽅式
（据付システムデータ活⽤）

据付⽬地間隔

据付⾼

⾃主検査 ＋ ⽴会検査 → 約 1.0（時間/函）
ICT出来形を採⽤することで
約1.0（時間/函）の短縮が可能



７ ICT本体工
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着工前に、計測装置の位置計測についてのキャリブレーションが完了したICT
機器を用い、出来形確認データの計測精度を確認する。計測精度確認試験は、
ケーソンが仮置きされている場合など、移動しない場合に適用する。計測精
度確認試験結果は、様式－２に従って記録する。



７ ICT本体工
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①TSによる仮置きケーソン四隅の座標（x、y、z）

②システムによる仮置きケーソン四隅の座標（x、y、z）

計測精度確認試験に要する時間︓約1.0⽇
（測量主任技師3⼈+位置誘導システム）



７ ICT本体工
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基準座標 TS計測値 差 許容値
(m) (m) (m) (m)

X -373.868 -373.850 0.018 0.020 OK
Y 48.020 48.035 0.015 0.020 OK
Z 7.671 7.662 0.009 0.020 OK
X -349.946 -349.935 0.011 0.020 OK
Y 48.115 48.130 0.015 0.020 OK
Z 7.664 7.649 0.015 0.020 OK
X -349.877 -349.865 0.012 0.020 OK
Y 23.106 23.115 0.009 0.020 OK
Z 7.663 7.674 0.011 0.020 OK
X -373.808 -373.790 0.018 0.020 OK
Y 23.015 23.024 0.009 0.020 OK
Z 7.656 7.673 0.017 0.020 OK

A

判 定

B

C

D

計測精度確認試験結果⼀覧

すべての位置で差異が基準値内

酒⽥港北港
(着底仮置)



７ ICT本体工
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計測精度確認試験結果⼀覧

浮上状態への適⽤はできない

秋⽥港
(浮上仮置)

基準座標 TS計測値 差 許容値
(m) (m) (m) (m)

X 23.684 23.638 0.046 0.020 NG
Y 64.296 64.283 0.013 0.020 OK
Z 8.918 8.915 0.003 0.020 OK
X 48.242 48.234 0.008 0.020 OK
Y 66.652 66.623 0.029 0.020 NG
Z 10.348 10.347 0.001 0.020 OK
X 51.242 51.195 0.047 0.020 NG
Y 36.261 36.226 0.035 0.020 NG
Z 9.671 9.663 0.008 0.020 OK
X 26.715 26.639 0.076 0.020 NG
Y 33.930 33.921 0.009 0.020 OK
Z 8.245 8.237 0.008 0.020 OK

判 定

A

B

C

D

着工前に、計測装置の位置計測についてのキャリブレーションが完了したICT
機器を用い、出来形確認データの計測精度を確認する。計測精度確認試験は、
ケーソンが仮置きされている場合など、移動しない場合に適用する。計測精
度確認試験結果は、様式－２に従って記録する。



７ ICT本体工
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ケーソン実測値を⽤いてシステムを構築すれば
⾼い精度で据付が可能



７ ICT本体工
73

 ICT本体⼯による効果
・TSを⽤いるシステムの場合、要領での基準 ±20mm以内の精度確保は可能

・ICT出来形を採⽤することにより現地での約 1.0（時間/函）検査時間の短縮は可能

 ICT本体⼯によるの課題
・計測精度確認試験に要する時間︓約1.0⽇（測量主任技師3⼈+位置誘導システム）

・浮上仮置きには適⽤できない

施⼯場所，時期の稼働率などの現場状況により，ICT本体⼯の適⽤可否は要検討



ご清聴ありがとうございました。


